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 隈 研吾氏（建築家） 
「優等生にならなくていい。とんがった都市であってほしい。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「工業と関わりの深い水との接点を再び」 

 先日、北九州市を訪れましたが、改めてや

はり面白い場所だと思いましたね。特に工業都

市であるという特徴がこれから使えると思い

ます。工業は水とのかかわりが深く、水は環境

とつながりがあり、その点において北九州は日

本で一番可能性のある場所ではないでしょう

か。工業都市というのは産業面だけではなく、

文化面でも独自の特徴を持つという意味です。 

人々と水との接点については、スコットラン

ドのダンディーという都市では、倉庫群によっ

てウォーターフロントと都市が分断されてい

ましたが、核として、ミュージアムの一部を川

の中に張り出すように設計し、倉庫群を一掃す

ることで、都市と自然をつなぎなおすことで克

服しました。北九州においても、水との接点を

もっともっと増やしていくことを期待したい

ですね。 

 

「工場群と都心部をアートでつなぐ」 

北九州には、歴史のあるいろんなタイプの建

築物や工場など、面白いハードがたくさん残っ

ています。今後は、これらのハードが互いに繋

げていき、情報としてそれらをどのように発信

していくかが課題でしょう。 

その中で、工場群は現代アートやパフォーマ

ンスを行ううえでも使える面白い存在です。新

たに文化施設をつくるのとは違った文化を作

ることができます。そのうえで、それらの工場

群をどのように都心部と結びつけることがで

きるかが重要です。このような点については、

同じく工業都市であるドイツのルールなどが

とても参考になるのではないでしょうか。 

 

「工業都市の文化を活かしてとんがれ」 

北九州はこれまでも色々と先駆けて挑戦し

てきた街であるので、思い切ってとんがったこ

とをやっても誰も驚かない場所だと思います。

IT,DX にしろ、思い切ってキャラクターの強い

ことをやった方が良いでしょう。あまり優等生

のような雰囲気になって欲しくありません。工

業都市としての一種の荒っぽい文化を活かし

てとんがっていってほしい。それをデザインに

おいてもある種とんがったことをやって、古い

ものを活かしてもらえたらと思います。 

 

「とんがった都市であれ」 

改めて、北九州市はとんがった都市であって

ほしい。先日釜山を訪れた際も、とんがらない

とアジアの中で突出しない。これからは韓国・
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台湾・香港など、アジアの都市が北九州市が発

展する上でのライバルになります。北九州市が

埋もれてしまわないように、その個性を出して

どんどんとんがっていって欲しいと思います。 

 


